
' i , ;・一 ' _ , ' 、' i ' ・ o

甲虫ニュース

No 45

, ・

、 -   3 - ,・ , ,与 - 、

渡 辺 泰 明

チビハネ力 ク シ亜科Micropeplinaeに含まれる種
は, いずれも体長が1- 3mmの小型で比較的稀な種
である。 現在まで世界中から3 属46種が知られてい
るが, この内 Pep1omicrus 属は中, 南米およびァフ
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チビハネカクシ亜科 (Micropeplinae) 概説

価する専門家グループと, 亜科よ りは下の taxonの
差異としか認めない専門家グループとの二つの考え
に基づく措置が講せられてきた。 前者のグループは
HEER (1838) によって代表されるが,  彼は他のハ

リカに分布し,  これらの地域か
ら 6 種が報告されている。また,
Kahss1ls 属はカナダおよびア
メリカ合衆国 (ワシントン) か
ら発見された唯1 種が知られて
いるに過ぎない。従って, 残り
の39 種はすべて Micropeplus
属に含まていることになる。
本亜科のものは触角が9 節か
らなり, 前背板下面両側にはこ
の触角を格納する深い触角構と
触角'高が存在し, また, Kalis-
sus属を除いた他の2 属のもの
は頭部, 前背板, 翅輸および
部等体表面の各部分に顕著な縦
隆条を.n:えている等, 他のハネ
カクシ類とは著しく異なった形
態的特徴を備えている。
このため, この類の分類学的
位置については現在まで種々 の
取り扱いがなされてきているが
その歴史的な経細こついては既
にCAMBELL (1968) が述べてい
る。

それによれば. 本亜科のType-
genus である MI'cropeph‘s 属
の創設者の LATREILLE(1809)
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ネカ クシ類とはかけ離れた本属
の特異性を認めて, 彼が7 つの
division  に分けたハネカクシ
類の1 つの division として取
り扱った。  この様な取り扱いは
後の多くの専門家に支持され,
その後発見された Katissus お
よびPoi)1omicrusの両属を含め
て単独のIIE科として取り扱われ
ている。
これに対して後者のグループ
は LATREILLE の考え方と類似
していて, たとえば ERIcHsON
(1839,1840) は本属を Protein-
us, Megarthrus, Ph1oeobium,
GI・yptoma (= Thoracophorus)
等の属とともに Tribe Protei-
nini の1 員として取り扱って
いる。 なお, ERIcHsON のいう
Tr ibe は現在では Pinophi l ini
を除いてはすべて_fit科に格上
げされている。 BERNHAUER &
SCHUBERT (1910) も本属を他の
ハネカクシ類から独立したグル
プとは認めず, JunkのColeo-

pterorum Cata1ogus にお い

て Kaltissus属とともに 0xy-
は 寺 l の属 ヶ 'シ キ ス

図1  M,・cMo一 “s s - j K sAwADA te「inae の1 tnbeと て取り 扱
イ科 i t i u i aeに めたが, 6 , scale :0 5mm(Y WATANABE. っているが, ーの取 )扱いにっ
後に (1829) ハネカクシ科に移 l975) いても GANGLBAUER (1895) を
して 0malium, Lesteυa, Protetnus, Aleochara はじめ多くの専門家等が追従している。
等の属とともに Devision Aplatisの1 員として取 一方, LUBBOCK (1868) はョーロツパに分布する
り扱っている。 これ以後, 本属の分類学的地位に関 Mtcropeplus slaphyl inotdes の幼虫の形態的特t致
して本属の形態的特異性を亜科以上の差異として評 から本属と他の、ネカクシ類との区別は恐らく科レ
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4.  頭部の基部中央に1 縦隆条を持ち, 各複眼の内
縁中央から頭頂方向に短く弱い横の隆線が存在し
てし る

MiCrO ep S LATREILLE

第45 号 (1979年4 月)
の組隆条間につやがな く点刻を持たない種と, 強い
点刻を持つ種とが存在することに着日して, 前者に
対して ArrhenoPePtus なる亜属を設立した。 しか
しながら, CAMBELL (1968) は翅輪の縦隆条間につ
やがなく,  なぉかっ微小な点刻を有する M. brun-
neus MAKLINの存在を指摘し, このような中間的形
質を持つ種が存在する以上超 の縦隆条間の形質で
亜属を分けることはできないとし, _4rrhenoPeP11‘s
亜属を認めていない。

日本産種の検索
1 .   翅輸の縦隆条間は數肌状で点刻されない

- - - - - - - - M. sharpi K. SAwADA
1' .  翅 の縦隆条間は明瞭に点刻される一 - - - 2 .
2.   超輸側片には明らかな l縦隆条が存在している;
腹部各背板の中央縦隆条は両側のものより弱くな

3.  頭部は点刻されず, 各翅李自には4 縦隆条が存在
る

ベルのものであることを示唆したが,  この意見は比
較的近年になって重視され, PAuLIAN (1941) , JAR-
RIGE (l950) および CROwSON (1955) 等によって
も指摘されている。 PAuLIANは前記 LUBBOCKの研
究に基づいて Microj)eplus 属がヶシキスイ科 Ni-
tidulidae かあるいはヒメマキムシ科 Lathridiidae
のいずれかに関連していることを示唆し, CRowsoN
も彼自身による幼虫の研究から MicroPePlus 属が
ハネカクシ科はおろか,  ハネカクシ上科Staphyli-
noidea に含めることについてさえ疑問視している。
また, KAsuLE (1966) も幼虫の研究に基づいて
Micropeplus 属グループを独立した一つの科とし
て取り扱うことの妥当性を主張している。
このように MicroPePlus グループの分類学的取
り扱いに関しては専門家によって種々 異なっている
が, 多くの専門家は亜科として取り扱っているのが
現状であるので,  ここではその意見に従っておく。

チビハネカクシ亜科の属の検索表
1.   前背板と翅 および少なくとも服部背板の基部

3 節には頭著な縦隆条が存在する ; 翅總側緑およ
び翅鞘側片の外緑は強く陵状を呈し, 翅 側片に
は1 縦隆条が認められる

1'   前背板および 部背板には縦隆条が存在せず ;
翅 外緑の111部から後緑角にかけては陵状を さ

Kal i ssus LECoNTE

5.   翅 および腹部は強い光沢を有する ; 各複限内
縁中央から頭頂方向にはしる横の隆線と頭部基部
との間は粒状構造を呈しない一 - - -

M as fos加j Y. WATANABE
2.  上方から見て頭部の前緑中央附近は上反せず,
前頭部の触角間は平圧されるか,  半円形 る
は横位に凹陥している ; 腹部背板の基部3 節には
それぞれ縦隆条が存在している。

5'. 翅事自および腹部の光沢は弱い ; 各複限内縁中央
から頭頂方向にはしる横の隆線と基部との間は明
らかな粒状構造を呈している

- M hiromasa i Y. WATANABE et Y. SHIBATA
4'.  頭部の基部中央に5 縦隆条を持ち, 各複限の内
縁中央から頭頂方向にはしる横の隆線はない一
- - - - - - - - - M. tυ s fa omc1ls SHARP

3'.  頭部は組く , 密接した顕著な点刻におおわれる ;
各翅將には5 縦隆条が存在している一 - - - - -

- - - - - - - - - - M. sato i Y. WATANABE

2'.  翅輸側片には縦隆条が存在せず ; 腹部各背板の
中央縦隆条は両側のものよりはるかに弱い

2' 上方から見て頭部の前緑は強く上反し, 頭概は
ほとんど垂直で上反した前頭部に隠れる , 中央は
正中線に沿ってやや幅広い縦凹陥がある ; E  部背
板の基部3 節にはそれそ'れ6 ないし7 縦隆条を具
えている一 - - - - - pep10miC「uS BERNHAUER

Genus Katissus LECONTE, 187.i
本属はカナダ(Bri tish ColumbiaのPrince Ruliert
附近およびゥ'ァンクーパ一島) およびアメリカ合衆
国 (ワシン トン州シアトル) のいずれも太平洋側で
採集された K nttidus LECoNTE, l874 唯 l 種が
知られているに過ぎない。 なお,  この種は小さな湖
の小石の多い水辺に生息しているという。

Genus Micropep us LATREILLE, l809
本属に含まれる種の多くは林床に」lit横した落葉の
中や, 渓流際あるいは湿地の水辺近く等の環境から
採集されるが, 北アメリカに分布している M neo-
tomae やカナダおよび北ア メ リ カに分布している
M brount のように動物の:集の中から発見されるも
のも知られている。

本属に含まれる種として現在まで39 種が記載さ
れ, オーストラリアを除いた世界の大部分の地域か
ら発見されているが,  日本からは6 種が報告されて
いるに過ぎない。

KOCH (1937) は本属に含 れる種の中で,  翅事自'

M. i l l‘c1uz Y. WATANABE

- 2

図 2- 3 MicroPePlus sharp: K. SAwADA 6 の第2 次
性徴: 2, 腹節, 3. 中腿節 ; scale :0.25mm
(Y.WATANABE, 1975)
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図4 -6. MicropePlus s1arpt K. SAwADAの6 交尾器 : 4. 願面
5. 側面, 6. 背面; scale : 0 25mm (Y. WATANABE, 1975)

Mic ropeplus sharpi K. SAWADA, 1964
体長 1.8mm. 体はやや幅広の長桁円形を呈し,
光沢は弱く , 幾分くすんでいる。 体色は暗赤掲で,
頭部, 超 および触角末端節は暗色で, 末端節を除
いた触角および前背板両側の上反部は幾分明るい。
頭部はほぽ三角形で, 前緑から両側にわたって細い
隆起線で緑どられる。 触角は9 節で短く, 末端節は
最も大きく長球形を呈する。 頭部中央基半に弱い縦
隆起を具え, 頭頂両側にもそれぞれ1 対の縦長の隆
起が存:在している。 前背板は頼広く , 前方に狭まる
梯形を呈する。 背面は中央域が凸隆し, 隆条によっ
て仕切られた6 室が認められる。 それらの上面は幾
分凹陥し, 頭部と同様な徴細構造によっておおわれ
る。 軸は長さより明らかに幅広く, 前背板よりも
性かに幅広い, 翅鞘の末端1:'5 は後緑にそって横位
に凹陥する。 各翅 には4 縦隆条が存在するが, 会
合部のものは他のものに比し弱い。 これらの縦隆条
間の表面は点刻されず, 前背板と同様な微細構造に
よっておおわれる。fifi部はやや幅広く, 末端に向っ
てゆるやかに収敏する。 各節の背板は点刻されず,
皮革様徴細印刻によっておおわれる。 基部3 節の各
背板は基半が前緑にそって横位に凹陥し, そこには
平行した3 縦隆条が存在し, それらはそれぞれの後
緑の前で消失する。雄は中・ 後節内緑の後半にそ
れぞれ約8 個の徴小な歯状突起を具え, a更部末端節
腹板の後緑中央は浅く半円形に湾入し, 湾入部の前
方はやや凹圧される。
本種は 補縦隆条間が点刻されず鼓肌状を呈する
のみのきわめて特異な種で,  ョー ロツパに分布して
いる M tesselura に近緑であるが,  日本から発見
されている他の種類とはきわめてかけ離れている。
分布 : 日本 (本州)。
本種は索良春日山の広葉樹林の林床に;唯積した腐
植から採集された1 -、 l 9 によって記載された種で,
その後の採集記録はない。

「'、To. 45 ( Apr. 1979)

M ic ropep lus yasu toshi i
Y. WATANABE, 1975
体長2.6mm. 体は幅広く長
行円形を呈する。 翅事合および
腹部は強い光沢を有するが,
頭部および前背板は幾分鈍い
体色は茶褐色で, 口器, 触角お
よび各脚の船節は黄色味を特
びる。頭部は幅広で, やや三
角形を し, 背面は点刻され
ないが, 全面にわたってやや

6 組い度革様徴細印刻が認めら
れる。 前頭域は幅広くかつ浅
く , また基部前方の中央両側
はやや深くそれそ'れ凹陥して
いる , 中央基半には正中線に
そって縦隆条が存在し, また,

各複限の内緑中央から頭頂方向に短く , 弱い機隆線
が存在している。 触角は9 節で短く, 来端節はきわ
めて大きく , 長球形を里一する。前背板は前方に狭ま
る梯形を呈し, 長さより顕著に中 ｣広い。背面は頭部
と同様な度革様徴細印刻におおわれる , 各側部は側
緑にそって幅広く上反しているが, 中央は凸隆し,
隆条によって仕切られた6 室が認められ, 各室の上

図7. M croPePlus yasutoshii Y. WATA?ABE,
3 ; Scale : 1. 0mm (Y. WATANABE. 1975)
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図 8 --9. M croPej)tus yasutoshii Y. WATANABE
6 の第2 次性徴: 8. 腹節, 9. 中 節 ; scale:
0.25mm (Y.WATANABE, 1975)

面は幾分凹陥している。 前方の各側室の外側には小
さいがやや深い凹陥が, また後方の各側室には大き
く浅い凹陥がそれそれ存在している。 翅輸は四角形
で幅は長さの約1.5 倍で, 前背板とほぼ同幅である
各翅 には4 縦隆条が存在しているが, 会合部のも
のは他のものに比して弱い。 縦隆条間には組い不規
則な点刻列が存在し, 内方からの第1 室は2 列, 第
2 室は3 列, 第3 室はほぼ4 列を呈している。 翅鞘
側片には明らかな1 縦隆条が存在し, この縦隆条と
側片隆条との間には2 列の, また翅鞘側緑隆条との
間には l列の不規則な非常に組い点刻列が存在して
いる, 服部はやや短く, 後方に向って収散する。 各
背板は皮準様徴細印刻におおわれる各側方上反部お
よび末端背板を除いては点刻されず, また徴細印刻
も認められない。 基部背板はそれぞれ基半が横位に
凹陥し, 平行した顕著な3 縦隆条を備えているが,
それらはいずれも前方および後方で拡大している。
また, 第4 背板にも同様な隆条を備えているが, こ
れらはいずれも中央附近で消失している。 雄は中・

J

第45 号 ( l979年4 月)

後脛節の内緑にそれぞれ三角形の歯状突起を有して
いるが, 後脛節のものは中脛節のものに比し大きく
顕著である。 また, a X部末端節 板の後縁中央は
広く浅く湾入している。雌の中・ 後脛節およびa 
末端節にはこのような性徴が認められない。
分布 : 日本 (本州)。
本種の全個体は奥多摩御岳山の潤葉樹林内に;唯積
した枯れ葉をッルグレン装置によって抽出して得ら
れたものである。

Micropeplus hiromasai Y. WATANABE
e t Y. SHIBATA, l965
体長 2.6mm。  体は幅広い長摘円形。幾分光沢を
有するが, 頭部および前背板は鈍い。 体色は赤褐色
で, 複眼周辺, 前背板の両側, 触角および脚は明る
い。頭部は三角形に近く , きわめて幅広く, ほぼ長
さの2 倍を呈する。 背面は点刻されないが, 細かな
皮革状微細印刻が認められる。 触角 間の前頭域は
幅広くかつ浅く , 一方, 基部前方の中央両側は深く
凹陥される。 基半中央には正中線に沿って1 縦隆条
が存在し, また, 各複眼内緑の中央から頭頂方向に
細い横の隆線がはしっている。 そしてこの隆線と頭
部基部との間は組い粒状構造を呈する。 触角は9 節
で短く, 末端節は最大で, 長球形である。前背板は
前方に狭まる梯形で, talE一はゆうに長さの2 倍を越え,
頭部よりも頭著に幅広い。背面には点刻を持たない

が, 頭部と同様な皮革様徴細印刻が認められる。 中

央域は凸隆し, 隆条によって仕切られた10室が認め
られるが, その内の3 室は前方に,  2 室が中央に,
そして5 室が後方に存在している。 しかし前方およ
び後方の中央室を除いた他の室はやや不明瞭であるc
各室の上面は凹陥し, 後方の各最外側室のすぐ外側
にはそれぞれ大きく浅い凹陥が存在している , 翅
は四角形で, 前背板とほとんど同幅だが, 明らかに

長さより幅広い。 各翅鞘に

図10 -12. Mere・peplus◆yasutoshii Y. WATANABEの6 交尾器: 10. 限面,
11. 側面, 12. 背面; scale : 0.25mm (Y. WATANABE, 1975)
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は4 縦隆条が存在している
が, これらの隆条間にはや
や深い点刻からなる不規則
な点刻列が存在し, 内方か
らの第1 室は2 ないし 3 列
第2 室は3 列, 第3 室は4
列を呈している。 翅輸側片
には明らかな1 縦隆条が存
在し, これと側片隆条との
間には3列の, また, 翅率自
側縁陵との間には1 列の組
い不規則な点刻列が存在し
ている。 部はやや短く,12
後方に向って収敏する。 背
板は皮革様徴細印刻が認め
られる各側方上反部, 第5
背板の後半域と第6 背板を
除いては点刻および徴細印
刻は存在しない。 基部3 背
板のそれそ れの基半は明ら
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図 13. Microf)ePlus hi romasai Y. WATANABE
et Y. SHIBATAの頭部 ; scale : 0.2mm
(Y. WATANABE, 1975)

No. 45 (Apr. 1979)

図14 - 15. M croPePlus hi romasai Y. WATA.、ABE
et Y. SHIBATA 3 の第2 次性徴: 14. 腹節,
15. 中歴節; scale:0.25mm(Y. WATANABE
1975)

図、6-18. Microj'ej)1us hiromasai Y. WATANABE et Y. SHIBATAの hOlotypeの 6
交尾器 : 16. 願面, 17. 側面, 18. 背面 ; scale :0.25mm (Y. WATANABE,  1975)

図19. 北海適倶多楽湖産の M:cMoPePl“s加f m asal
Y. WATANABE et Y. SHIBATAのiS交尾器 (Y.
WATANABE, 1975)

- 5 -

図20. 欧州産 Micropeplus tongipemis KRAATz
の3交尾器 (Y. WATANABE. 1975)
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かに横位に国陥している。 また, 平行した顕著な3
縦隆条が存在しそれぞれは中央前方で強く収縮して
いる。 さらに第4 背板にも同様な縦隆条が存在して
いるが, これは背板中央附近で消失している。 基部
5 a更板のそれぞれには中央に3 条, 各側方に2 条の
合計7 条の短い縦隆条が存在している。 雄は中・ 後
脛節内緑にそれそ- れ三角形の歯状突起を有するが,
雌では欠いている。 雄のa更部末端腹板の後縁中央は
浅くかつ幅広く湾入し, 湾入部の前方は多少平圧さ
れるが, 雌の末端E更板は正常な形態を呈している。
分布 : 日本 (北海道・ 九州)。
本種は九州組母山の五合日附近の 流際の落葉中
から採集された個体に基づいて記救された種である
が, その後, 筆者は北海道登別近くのクッタラ湖畔
および日高山脈の幌尻岳から採集することができた
しかし, これら北海道産の個体は組母山産の個体に
比し, 体がより強壮で, 体色がより暗く頭部の基部
中央縦隆条および各複限内緑中央から頭頂に向う横
隆線がより顕著である等の差異が認められたが, こ
の様な特徴はョー ロツパに分布している M・ 1on9i-
pennis KRAATz に類似している。しかしながら雄
交尾器の形態はM. 1ongiPenntsとは異なり, 祖母
山産の個体とほぼ一致している。

Mjcropeplus fuh,usj.aponicus SHARP, l87・1
体長28mm.   体は幅広の長精円形を呈する, 体
色は黒褐色で触角および脚は赤褐色。頭部はほぼ三

角形で, 幅は長さの約2 倍, 表面は点刻されず, 全
面皮革様微細印刻におおわれるが, 前頭域では側方
に比しょり細い。 前頭域は幅広く浅く凹陥している
が, 基部前方の各側部は斜めに深く「111陥している。
基半中央に正中線にそって l 縦隆条がはしり, それ
の各側部にそれそれ2縦'隆
条が存在し, 最も外側のも
のは末端1/2 が内側に強く
曲っている。 触角は9 節で
短く, 末端節は長球形で最
大。 前背板は顕 に幅広く,
長さの2 倍以上で, 中央附
近が最も幅広く. 前方に向
って明らかに, 後方に向っ
ては弱く狭まる。前緑附近
の各側部にはそれぞれ小さ
いが深い1 孔点があり, ま
た後縁前方の各側部には大
きいが浅い国陥が存在して
いる。 中央域は凸隆し, 隆
条によって仕切られた10室
が認められる。 その内の3
室は前方に,  2 室は中央に,
そして5 室は後方に存在し
ている。各室の上面は明瞭
に国陥し, 表面の皮革様徴
細印.刻はきわめて不明瞭で
ある。 翅鞘は後方に向って

第45 号 ( l979年4 月)

図 21 -22. Micropeplus fu1ous jaj)omcus SHARP
Isの第2次性微: 21. 順面, 22. 中 節 ;
scale : 0.25mm (Y. WATANABE, 1975)

幾分拡がり, 長さより幅広い, 各翅 には4 縦隆条
が存在し, それらの間は不規則なやや組い点刻列を
備えている。 内方からの第1 室は2 列, 第2 室は3
列, 第3 室は4 列を している。 翅 側片内には 1
縦隆条が認められ, この隆条と側片隆条との間には
組い不規則な4 点刻列が, 翅 側緑陵との間には1
列の点刻列が存在している。 腹部は短く, 末端に向
って収館する。 各背板の側方上反部および末端背板
を除いては皮革様微細印刻が認められるが, 他は平
滑で, 点刻および微細印刻は認められない。 基部4
背板の基半はそれそ'れ深く横位に凹陥し, 平行して
はしる3 縦隆条を具えている, また, 基部5 胞板の
それぞれ基部の各側部に短い2 縦隆条が存在してい
る。雄は頭部前緑の中央は鋭く突出し, 中・ 後脛節
のそれぞれ内緑には三角形の歯状実起を具え, 腹部
末端腹板の後緑中央は浅く幅広く湾入し, 湾入部の
前方は半円形に平圧されている。 一方, 雌では頭部

_

図 23 - 25. Mtcrope◆ph‘s ft‘h;us japomcus SHARP の6 交尾器: 23. 面,
21. 側面, 2).背面 ; scale :0.2-11mm (Y. W.,、.TA ABS, 1375)
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前緑はゆるやかな孤状を呈するのみで中央は突出せ
ず, 中・ 後脛節の内縁に歯状実起は存在せず, 腹部
の末端腹板は正常な形態を している ,
分布 : 日本 (本州 ・ 四国 ・ 対馬)。
本種はゴミや落ち葉等の下から発見されるが, 吉
井良三博士によれば秋季脱殺後田画に積み重ねられ
たわら東の中から多数の本種が採集されたという。

Micropeplus satoi Y.WATANABE, 1975
体長 2.1 mm. 体は幅広の長桁円形で, 光沢は弱
い。体色は. 色で, 触角の基部6節は黄色, 残り
の各節, 前背板の両側, 翅 の末端および脚は赤褐
色を する。 頭部はほぼ三角形で, 幅は長さの約2
倍。 上面は非常に組く , 密接する点刻を密に側えて
いる。 IF 中線に沿ってやや幅広い縦回陥を備えてい
るが, その凹陥の表面は組い皮革様徴細印刻によっ
ておおわれ, 点刻はほとんど認められないが, 基半
には弱い縦隆条が存在している。 触角は9 節で短く

第1 節は大きく末端に向って拡大し,  3 - 6 節は

に々短くなるが, いずれも幅より長く, 第8 節は横
位で, 第9 節は長球形で最も大きい。 背板は幅広く
長さの2 倍以上で, 頭部よりも明らかに幅広い。両
側は中央附近が角張り最も幅広く , 前方に向って強
く狭まるが, 基半はほとんど平行。 背面は中央域が
強く凸隆し, 隆条で仕切られた10室が認められ, 前
方に3 室, 中央に2 室そして後方に5 室が存在して

国 26. Micropeplus satot Y. WATASABE, IS
sca le : 1.0 mm (、VATANABE,  1975)

No. 45 ( Apr. 1979)

図 27 - 28. M croPej)1us satot Y. WATANABE 6 の

第2 次性微: 27. 胆節, 2S. 中歴節 ; scale :
0 25mm (Y. WAT.、1uBE, 1975)

いる。 各室の上面は凹陥し, 不規則な組いが浅い徴
細印刻でおおわれる。 各側方は明瞭にやや幅広く上
反し, 表面は一様に密に徴細印刻でおおわれるが点
刻は認められない。翅納は長さより幅広く, 前背板
より僅かに幅広い。 後方に向って幾分拡がり, 背面
は凸隆するが, 後縁にそって末端1 5 は '.、激に横位
にtut陥する。 各翅軸は5 縦隆条を備え, 内側の3 縦
隆条はそれぞれ翅端にまで伸長するが, 第4 縦隆条
は翅端に達せず, 末端の横位四陥の前で消失する ,
縦隆条間には大きな組い点刻による不規則な点刻列
を有し, 第1 室は2 列, 第2 室は基半は2 列, 後半
が3 列, 第3 室は基半は3 列, 後半が2 列, 第4 室
は2 列を呈している, 超軸側片には l 縦隆条が存在
し, それと側片隆条との間には不規則な2 点刻列が:
また, 翅率自側緑陵との間には1 点刻列が存在してい
る。腹部は短く , 末端に向って収敏する。各背板は
機位に凹陥する基半を除いては皮準様徴細印刻によ
っておおわれ, 基部4 背板にはそれぞれ平行にはし
る3 縦隆条が存在しているが, 最後のものはそれぞ
れ後緑の前方で消失する, 雄は腹部末端腹板の後緑
中央が浅く孤状に湾入し, 湾入部の両側はやや角張
り, 前方は弱く平圧され平滑である。
一方, 雌の末端腹板は正常の形態を'ii している。
本種はヨーロッパに分布している M. Porcatus
に近縁であるが, 前背板の隆条は弱く, さらに隆条
に囲まれた室の1111陥も弱いことで区別される。 また
カナダに分布している M. cr ibratt‘sにも類似して
いるが, 頭部の clypeo fronta1 sutureは中央で不
明瞭となり, 基部中央の凹陥はより幅広く, その中
の 隆条がより強いことで区別される。
なお, f?. porcatu および M. cnbratus の両
種は形態的に 似しており亜種的関係を思わせるが
CAMBELL (196S) は雄交尾器の若干の差異を指摘し
別種として取り扱っている。
分布 : 日本 (北海道)。
本種は幾春別の流れの際に堆積した落葉の中から
採集された I によって記載されたが, その後の採
集例はない。

Mjcropeplus hihuchii Y. WATANABE, 1975
体長 2.0mm_ 体は幅広の長摘一円形で, 光沢はやや
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図 29 -31. Micropeplus satoi Y. WA「ANABEの6交
尾器: 29. 顧面, 30. 側面, 31. 背面; scale :
0. 25 mm (Y. WATANABE. 1975)

鈍い, 体色は赤褐色で, 頭部は黒色だが, 触角は幾
分明るい。 頭部はほぼ三角形を呈し, 顕著に幅広く
長さの約3 倍。 側緑は孤状で強く上反し, 前緑は明
らかにえぐられる。背面は点刻されないが, やや組
い皮革様徴細印刻におおわれる。頭頂の両側にはそ
れぞれほぼ三角形を呈する不明瞭な隆起が認められ,
中央にはやや幅広い縦凹陥があって, その中の基部
2/3 には明瞭な1 縦隆条が存在している。 触角は9

図32. Microj)ePtus kikuchi i Y. WATANABE
Scale : 1.0mm (Y. WATANABE, 1975)

第45 号 (1979年4 月)
節で相対的に短い。 第1 商1 は強壮で末端に向って拡
大し,  3 - 6 節は除々 に長さが減じ, 第8 節は横位,
第9 節は最大で細毛を密生する。 前背板は顕著に幅
広く長さの約2 借, 中央直前が最も幅広く, それよ
り基方は徴弱に,  しかしそれより前方は強く狭まる。
前緑角はやや鋭く尖り前方に.突出するが, 後緑角は
ほとんど直角を呈する。 背面は一様にやや組い皮革

様微細印刻におおわれ, 側方は幅広く上反する。中
央域は顕著に凸隆し, 隆条に仕切られた8 室が認め
られ,  3室は前半に,  5室は基半に存在している。
しかし, 基半最外縁の各室は他室より顕著に細く,
境界が若干不明瞭である。 各室の背面は凹陥する。
各前方外側室のすぐ外側に小さいが明瞭な1 凹陥が
あり, また基方最外側室の外側にもやや大きな凹陥
が存在している。翅鞘は幅より明らかに長く, 前背
板より僅かに幅広い。後方 l 5 は幾分拡大している。
背面の中央後方は隆起しているが, 後方1 :5 は後縁
にそって急激に横位に凹陥している。 各翅軸は全長
にわたり平行に走る4 縦隆条を有する。 これらの隆
条間には大きな点刻が連なって形成された不規則な
点刻列が存在し, 第 l 室および第2 室では2 列, 第
3 室では3 列が認められる。 翅輸側片に縦隆条は存
在せず, 組い点刻による不規則な4 点刻列が存在す
るのみである。腹部は相対的に短く, 末端に向って
明瞭に収敏する。 腹部各背板は点刻されず, 前背板
と同様な皮革様徴細印刻によっておおわれ, 基部3
背板にはそれぞれ平行した頭著な3 縦隆条が存在す
るが, 中央のものは両側のものに比しきわめて細く
不明瞭である。 また, 第4 背板の中央基半には細く
短い1 中央隆条が存在する。基部4 腹板にはそれそ'
れの側方に全長にわたって2 対の顕著な縦隆条が存
在する。 第5 腹板の側方にも2 対の縦隆条が存在す
るが, 内方のものは外方のものより短くて後緑に達
せず, 外方のものは不明瞭に幅広く隆起している。
本種の外部形態はきわめて特異で, 特に頭部の形
状は一見 Pep1omicrus 属を思わせる。 しかし他の
形態的特徴, 特に縦隆条等はPeP1omicrus属とは明
らかに異なっている。 また, 本種の翅軸縦隆条間の
点刻はきわめて大きく M Procatus group を思わ
せるが, 表塑報r側片には M tesserulaの様に縦隆条
を欠いている。 このように本種は現在まで世界中か
ら知られている MlcroPePlus 属に含まれる他の種
とはかなりかけ離れているので, 亜属あるいは1 つ
の種群として取り扱うべきかもしれない。

Genus Pep1om icrus BERNHAUER,1928
本属はスリナム (Dutch Guiana) から発見され
た uyenb00gaartz に基づいて BERNHAUER によ り ,
Mcropeplus属の1 亜属として設立されたが, 後に
CAMBELL (1968) によって属に格上げされた。
現在まで,  1種が中央および南アメリカから,  2
種が中央アメリカから,  1種が南アメ リカから, そ
して2 種がアフリカから, 合計6 種が知られている
に過ぎない。

(東京農大)
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0 ヵブトムシの難雄型
昨年 (1978) 6 月20日に茨城県石岡市八木の小松
崎隆夫氏より国立科学博物館に見事な力ブトムシの
雌雄型が寄贈されたので報告しておく。
カ プトムシ A11omyrtna dichotoma (LINNt, l771)

1 ?、, 茨城県石岡市八木, 20.vi.1978, 小松崎隆
夫採集。
体は一面に徴毛を装い, 普通の雌と何等変る所が
ないが, 頭部に多少曲ってはいるが, 立派な雄の角
状突起がある。 交尾器も通常の雌のもので, 雄では
ない。
一見, 雌の体に雄の頭部を付けた様な感があるが
筆者の手許に届けられた時には極めて元気で, 行動
も通常の個体と全く変る所がなかった。 新鮮な標本
を作るためにやむなく22 日に殺したが, 殺すのが惜
しい程であった。
なお, この標本は雌雄型とするよりはむしろl晴型
とした方がよいかも知れない。
この個体は, 飼育中の多数の力プ l ムシに混つて
ただ1 頭だけ見出されたもので, 他のものはすべて
通常のものだけであった由である。
最後ではあるが, 貴重な標本を寄贈された小松崎
隆夫氏夫要に感謝する。

( 国立科学博物館, 黒沢良彦 )

No. 45 (Apr. 1979)

カプトムシの雌雄型 (崎型? ) 背面
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0アマミ コフキコガネの新分布地
ァマミコフキコガネ Me1otontha taminaは, 1964
年, 奄美大島及び徳之島で採集された2 頭の標本に
基づいて, 野村により記載された種である。原記載
以降, 本種が他の地域で採集されたという報告はな
く , また模式産地においてもほとんど採集されてい
ないようである。 ところが, 筆者の1 人渡辺は, 奄
美諾島の喜界島において多数の本種を採集していた
ことが最近になって判った。 採集のデータはやや古
いものであるが, 恐らく新しい産地であろうと思わ
れるので,  ここに報告する。 26 n 699, 喜界島,
24. vi. l964, 波辺 徳採集。
同島の本種は, オオコフキコガネ M fraterやォ
キナワコフキコガネ M masafumi i にも見られる
ような上翅の毛の色に個体により灰白色~黄掲色の
変化があるほか, 尾節板の形状にも若干の個体差が
見られるものの, 雄交尾器については模式産地の個
体と区別できるような差異は認められなかった。

(東京都練馬区, 小林裕和・仙台市, 渡辺 德)
0キイロゲンセイの難雄
キイ ロケ' ンセイ Zomfis faPomc gs  pie,191 0は
日本では, 北は東北地方の南部から南は九州南端に
iる暖地に広く分布し, 伊豆諾島, 対馬, 屋久島な
ど周辺の属島にも産する。 海外では台湾に産し, 私
は南ベトナム産 ( l 9 , Bobla, 24. vi ii. 1962, 井上
定信氏採集) とマレ一半島産 (1 9, Gap, 23. 111.
1974, 清山好美氏採集) の本種とおぼしい標本も検
した。また, セレベスから記載された,   Z. 9em-
cu'ata FAIRMAIRE, 1887 も本種に酪似していて同
一種かも知れないという (河野, 1936) ので, 本種
はあるいは南の熱帶地方に広く分布し, かなりの異
名があるのかも知れない。
一方,  日本には本種の他に,  ツマグロキケ' ンセイ

Z. cothurnata MARsEuL, 1873 が産する。 この種

類も, 東北地方南部から九州に至る地域と上記の属
島に産し, キイロケ' ンセイの産する所には, 個体数
こそ少ないが, 影の寄り添う様に必ず常にッマグロ
キヶ' ンセイが産する。 しかも両者は混校していて,
私は福島県会津若松市東山で, 1949年8 月3 日にイ
ヌザンショウの花を訪れた多数のキイロケ' ンセイに
混つてッ マグロキヶ' ンセイ 2 -oを採集している。
また, マレ一半島でも, キイロケ'ンセイと共にッマ
グロキケ' ンセイが採れている(Gap, 13.  11. 1974,
清山好美氏採集)。
私の手許にある多くのキイロケ' ンセイを調べてみ
ると, 大小の個体変化は極めて著しいが, すべて雌
ばかりである。一方,  ツマグロキケ' ンセイの方は,
調べた個体数はキイロケ' ンセイよりははるかに劣る
が, すべて雄ばかりで,  しかも大きさの個体変異は
少ない。 このことは,  とりもなおさず, 両種は同一
種で, キイロケ'ンセイは雌,  ツマグロキケ' ンセイは
雄であることを暗示ているものと考えられるが, 残
念ながら, 両種の生態が皆日判らない現在では, 単
なる推定の域を脱することができない。 願わくば,

第45 号 (1979年4 月)
どなたか両種の生活史を解明して頂けないものであ
ろうか。 交尾例の報告でも結構である。 もちろん,
ッチハンミ ョウ科であるから, 過変態をすることは
確実であるし, 寄主はオオハキリ,、チまたはその近
似種であろうと推定されている。
ちなみに,  この科では, 雌雄が異なる色彩や形態
をしていて, 全く別種と考えられていた例は少なく
ない。 日本産では,  トサヒラズヶ'ンセイ O「z a tO-

sana KON0, 1936 の雄がササキトビイロケ'ンセイ
Cissites sasaki i KONo, 1936 として, 長い間別種
と考えられていた例は有名であるが, 台湾に産する
ミワキヶ'ンセイ Zomtis miu'al KONo, 1036 や朝
鮮のキムキヶ'ンセイ Z kimi KONo, 1936 も雌雄
で全く異なる色彩斑紋をしている。

(国立科学博物館, 黒沢良彦)
0ムツポシテン トウの雄はいない?
ムツポシテントウ Sticho1otis punctata CROTCH
は活動期は野外であまり見かけない虫で, 生活史は
ほとんど判っておらず, 幼虫も未知であるが, 冬期
樹皮下で越冬中のものは割合よく採れる。 筆者の一
人, 本塚はテントウムシ科の雄内部生殖器の比較形
態を目的とする材料として, 福井県大野市内のケヤ
キ樹皮下から, l978年3 月と11月に本種の成虫を合
計37頭採集して解割したところ, ことごとく雌であ
った。 そのことについて報告を受けた佐々 治は, 手
持の標本 (各地産) 42頭を調べたが, 尾端の形状は
すべて一様であることを確認した。  同属の他種で
は, 雄は尾端に小さな凹みがあって明らかに区別で
きるので, 上記の標本はすべて雌であろうと推定さ
れる。念のため, 数頭を解剖してみたが, 雄は含ま
れていなかった。 雄だけが異なった所に越冬するの
かもしれないし, 越冬前に交尾をすませ雌だけが越
冬することもありうるが, テントウムシ類の一般習
性から推察して, その可能性は極めて低い。 そうす
ると ,  この種には雄が存在せず, 単為生殖によって
世代を繰返していることになる。 飼育して発生を確
かめる必要があるが,  もし, 確かだとすると, テン
トウムシ科では最初の例となり, 大変興味深い事実
である。

(福井大学教育学部, 本塚祐一 ・ 佐々 治覧之)
0ミツオホシハナノミ鈴鹿山系に産す
既に本誌40号に記しておいたように,  ミツオホシ
ハナノミ Hoshihananomia mitsuoi NAKANE et
NoMuRAは九州と本州西部から採集されており,
その分布東限は兵庫県六甲山であった。 ところが,
井野川重則氏を通じて鈴鹿山系御在所岳南面から採
集された標本を戴いたので, 分布の東限として記録
しておく。

299, 三重県孤野町朝明谷, 3. viii. 1975, 岩
田士二採集。
標本を恵与され, 発表を許された岩田主二・ 井野
川重則両氏に心からお礼申しあげる。

(横浜市金沢区, 高桑正敏)
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言ト 報
本会の発起人の一人であり, 創立会員の一人で
もある, 野村 鎮氏は本年1 月18日に他界された。
まことに悲しい限りで, ただただ絶句するばかり
である。
吉田 品氏を筆頭.こ野村氏と私が関東に甲虫の
会をと計って集ったのが昭和28年 (1953) の秋。
そして,  この3 名の他に沢田玄正氏,  土生 申
氏, 山本 玄氏, 安富和男氏等を発起人として正
式に本会が 「甲虫談話会」 の名称の下に発足した
のが翌29年1 月であった。 以来今日まで25年間,
いろいろな紆余曲折はあったが, 氏は常に会の発
展に心を配り, 蔭に陽に援助を惜しまれなかった。
最初は出版物を刊行しない方針だった会が, 途中
から 「甲虫ニュース」 を発行することに方向転換
した折にも, 氏は積極的にその方針に資成され,
ゆくゆくはコカ'ネムシの解説を書いて頂くことを
了承しておられた。 しかし, その了解も空しく ,
氏は余りにも甲- く他界されてしまった。 もう10年
は延命されて,  日本の甲虫界のために仕事を続け
て頂きたかったと願うのは私だけではあるまい。
幸にも, 氏にはよい後継者が育ち, 氏の造志を受
け継いでコカ' ネムシの研究に精進している。 また
氏の遺された貴重なタイプを含む優れたコレクシ
ョンも多分国立科学博物館に保管されることにな
るであろう。 氏よ, 願わくば, われわれ後継者の
今後の活躍を見守りつつ, 安らかな眠りに就かれ
んことを。
私が最後に氏にお目にかかったのは, 昨年12月

10日に東京農業大学で開催された日本 虫学会関
東支部大会の席上であった。 以前から建康に恵ま
れず, 余り採集旅行にも出られない氏ではあった
が, また体の調子が.' ｢ iく病院通いをしておられる
と聞いて心を痛めていた折でもあるので, 一見元
気そうに見える氏の様子を見て内心安 したので

あるが, それから一 ケ月の後に幽明相隔つとは・

前列左より 川崎倫一, 野村 数, 井上 ' fl
沢田_1_正, 後列藤山家f想, 'n沢良1-?(数?・略)
(1957年10月, 日本 虫学会40周年記念大会
の折に東京上野の国立科学lh齦ｨ館要 関で久
保田政難氏銀影 )

No. 45 (Apr. 1979)
神なら 身, 誰が知り得たであろうか。 今にして
想えば 「虫が報せた」 のかも知れない。懇親会の
席で隣の席につかれた氏の影が何となく淡く感せ'
られた。 あるいはお別れに来られたかも知れない
のに, それに気付かず, ゆっくりお話を伺う隙も
なくお別れしてしまった自分がかえすがえすも悔
まれる。 当日の思いなしかやや沈んだ面持の白
の氏の面影が今も私の脳要に彷i弗する。 悲しい限
りである。 心よりご英福をお祈りする。

(黑沢良彦)

0ララサンハナカミキリの記録
ララサン 、ナ カ ミ キ リ St,・angal ia r a r a a n e n -

sls MIToNo,  1938 は台湾北部の拉拉山で得られた
1 (-, に基づき記載された種であるが, その後本種の
採集記録はないようである。筆者等は同地桃国県側
の標高 l500~1700m 付近の日影のアジサイ類の花
上で採集することができたので報告する。

4 ?、 -),  1 9, 台湾省桃国県拉拉山山 , 27. v .

1978, 下村・ 斎藤採集; 3 o o,  19, 同上, 29・
v. l978, 下村採集。
なお, 現在 Strangalia属はいくつかの亜属に分

けられているが, 本種は3 の触角第7 ~10節の末端
に弱いながら凹部を有し, 第l l節は先端%付近に頭
著な凹部を有することなどの特徴から 1diost ran-
galla亜属に含まれるべきであろう。 また9 は一見,
Strangalia (Pygoslrangalia) semtchujoi の 9

に似るが体色が全く黒色であること等で容易に区別
できる。 (東京都品川区, 下村 徹, 神奈川県座間市,
斎藤秀生)
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0フジコプヤハズカミキリの羽化例
コプャハズカミキリ属の羽化例は稀であり, 今迄
に”長野県のカミキリムシ” (1976) p. 146~148 に
見られるマャサンコブャ 、ズカミキリ及びタニグチ
コブャハズカミキリの観察例が知られている。今回
埼玉県奥秩父三国峠上より持ち帰った針葉樹の材よ
りフジコブャハズカミキリ Mesechthistatus fuji-
sar us HAYAsHI 1 が羽化脱出した。

1 - 31. vii i978, 羽化脱出。

材は針葉樹であることはわかるが, 樹種は不明で
ある。樹皮が剥れているが材質部は硬くしっかりし
ていて, o1.室は辺材部に形成されていた。

(東京都中央区, 中村俊彦)
0アマミアカガネコメツキの記録
ァ マ ミアカカ'ネコ メツキ GamOn ms amamfe%-

sis OHIRAは l953年5 月に伊波興清氏によって 美
大島から採集された l 雌個体に基づいて大平博士が
1966年に記載されたものであるが, 珍しい種のよう
で, 翌年に同博士によって1 雄 (奄美大島八i事野,
28. v. 1964, H.FuKL,DA採集) が報告されている
だけで他には記録がないようである。筆者は東京農
業大学所蔵の標本の中から本種を見い出すことがで
きたのでここに報告しておく。

1 '、, lti美大島新村, 10. iv. 1962, 立川周二採
集。
末筆ながら,  この報告をお許し下さった立川周二
氏にお礼申し上げる。 (東京農大, 鈴木 亙)

= <連絡・ 報告> =
◇昨年実施されました談話会の演題および演者は下
記の通りです。
第1 回例会 : 昭和53年4 月16日, 台湾のミヤマク
ワガタ類の新種一黒沢良彦 (科博)
第2 回例会: 昭和53年7 月2 日, ケシキスイムシ
科幼虫の生態および形態について一林 長閑 (法政
二高)。
第3 回例会: 昭和53年12月17日, カミキリムシの
話一草間慶一 (静岡大学)  ; オサムシの話一石川良
軸 (都立大学)。
なお, 例会終了後, 有志による恒例の忘年会が,
「鳥正」 で行われたが, 渡辺 徳, 佐藤正孝両会員
も遠路はるばる参加され盛会 ﾐ理に幕となった。  また
忘年会の席上で会員からの寄贈文献による 「文献オ
クション」 が行われ, 別記の会計報告にある通り,

標本整理用各種器具も取描1えてあります。
〒150  東京都渋谷区渋谷 l 丁目7 - 6
電 話 (03) 409 - 6401 (ムシは一ばん)
振 替 東京 21129 、

1
志賀昆虫普及社 1

第45 号 (197S年4 月)
売上全額が談話会に寄附された。 文献を寄贈された
会員諸氏に心から御礼申し上げる。

◇昭和53年度会計報告
一般会計収支決算報告

収 入 の 部 ll- 支出 の部

前年度線越金一295,136 話 ユ

( o
会 費 142. 000 41 - 42)
, . ッ ク ナンパー 総日次印用し費 159・000

売 上 金 132'000通信・ 郵送費 97, 970
広 告 費 40, 000 事務用品費
預金利子 2,661 So ス

寄 附 金 39,400郵送引当金
次年度繰越金

合 計 1 651, 097 合 計

特別出版物会計収支決算報告

収 入 の 部

前年度線越金
甲虫目録
第1 輯

売 上 金

甲虫目録
第2 事11

売 上 金

預金利子

,

-

4411
59, 370

180

91 . 100

71, 167

651,097

0
0

0
0

5
2

0
1

5

部

1

の

.

費

費

出

樹
録

送

-

郵

支

目
第
用

u

虫
一
甲

印

113, 340 次年度繰越金 344, 496

1, 045

合 計 496,196 496, 196

甲虫談話会
会費 (ーカ年) 1500円, 次号は6 月下旬発行予定,

投稿 切は5 月20日。
発行人 黑沢良彦
発行所 甲虫談話会 東京都台東区上野公国
国立科学博物館動物研究部内
電話 (364) 2311 振替東京60664

タッミの昆虫採集器具

書ドイツ型標本箱 木製大 ￥ 5,000, 桐合板製
インロー型標本箱中 ￥l , 400, 送料一箱にっき都
内及第一地帶 : 3 個以下￥1,400, 4 個以上 8501
' (以下同様), 第2 地帶￥1,400, ￥950, 第3 地帯 '
￥1,600, ￥1,050, 其他, 各種器具, 針などを製作(
, 販売してます。カタログを御請求下さい。 (￥140)(
、 タ   ツ ミ   製作所 (

・T: 113 東京都文京区湯島 2-21-25
電話 (03) 811 -4547, 振替 6-11:3479
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